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例 一

1、 本報告書は、茨城県行方郡麻生町島並に所在する喜平台南遺跡の調査報告書である。

2、 喜平台南遺跡は、平成 10年度に実施した埋蔵文化財分布調査では、台地北側で確認されている周知

の遺跡である。

3、 今回実施した調査区域は、喜平台南遺跡の南側で同一台地上に所在することから同一遺跡と判断し

て調査を実施した。調査は、土砂採取事業に先行する調査である。

4、 本遺跡の調査は、平成 13年 5月 に確認調査を実施し同年 7～ 8月 に本調査を実施した。調査は、麻

生町教育委員会の指導・協力を得て藤原 均 (常総考古学研究所・ 日本考古学協会員)が担当し、

本調査は調査会を組織して実施 した。組織は別項に記す。

5、 本報告書では、挿図 。写真図版・挿表等の目次を作成せずその都度関係図版等を表示した。また縮

尺・水糸レベル・遺物の縮尺は、その都度表示し遺物の位置は床面よりの高さをcmで示した。

6、 本報告書は、関川 宏・藤原 均・荒井英樹の 3名が執筆した。分担は以下の通 りである。

(り 、Ⅱは関川 宏

12)、 V-6の 縄文式土器・石鏃は荒井秀樹

0、 (1た 2)以外の各項は藤原 均     である。

7、 本遺跡の調査に際して、下記の方々の協力が有ったので記して謝意を表する。

茨城県教育庁文化課、 (財 )茨城県教育財団、茨城県県南教育事務所、麻生町教育委員会、麻生町町史

編集室、 (社)行方広域シルバー人材センター、土子建材、山田鵡二 (茨城県埋蔵文化財指導員)

橋本豊榮・高木俊博 。関川 宏 。高木和明 (麻生町教育委員会)、 辺田 弘 。宮内賢志・植田敏男・平

輪一郎 (麻生町文化財保護審議会)、 土子久成 (土子建材)、

鬼沢まさ子・茂木ふみ・箕輸フミエ・千々崎マツ 。岡野アサ子・箕輪 トシ・板橋シツ・大川義久・清宮

久 (以上麻生町)、 山田安男・三好彦治・ 山本英雄 (以上鹿嶋市)、 加藤美智子・ 園部八重子・新海静

子・鈴木桂子 (以上佐倉市)
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遺 跡 の 位 置 と 環 境

当遺跡は、茨城県行方郡麻生町島並に所在している。麻生町は、茨城県の南東部で北西から南東方向

に伸びる行方台地の東部に位置し、北側の北浦と南側の霞ケ浦とに挟まれている。

行方台地は、霞ケ浦と北浦に流入する河川により台地の内陸部まで開折さりており、複雑な舌状台地

形成している。台地の内陸部は、比較的広く標高30m代の台地となっているが、内陸部から先端部にか

けては標高20m代で狭い台地となっている。

当遺跡は麻生町の中央部で、霞ケ浦に流入する城下川水系西側上流部の谷津に面しており、遺跡南端

部で東西にわかれている部分に、当遺跡が所在している。当遺跡の周辺には、縄文時代～中近世までの

遺跡が多数所在している。当遺跡の北側で同一台地上には、同一時期の喜平台北遺跡 (3)・ 喜平台東

遺跡 (4)と 南供養塚 (13)が あり、西側の台地上には縄文時代～中世までの堀ノ内遺跡 (8)・ 新地

遺跡 (5)が所在している。また北方の台地には前山遺跡 (6)。 杉平遺跡 (7)・ 鳴井遺跡 (11)等

の遺跡が所在している。

また麻生町の遺跡としては、縄文時代から中近世までの遺跡が299ケ 所周知されている。これらの遺

跡は、北浦と霞ケ浦とに流入する河川に面した台地上で、沿岸部に集中する傾向を有しているが、内陸

部では減少する傾向を有している。 (第 1・ 2図 )

Ⅱ    調  査  とこ  牟  る  経  緯

当遺跡の調査は、平成 13年 4月 に土子建材より麻生町島並806-1で 上採取事業の計画があり、これ

について埋蔵文化財の有無に関する紹介があった。これにより教育委員会は、同月26日 に現地確認・踏

査を実施したが、雑木が繁茂していたため立ち入る事が出来なかった。しかし該当する地区は、喜平台

南遺跡として周知されている遺跡に隣接しており、同一遺跡であることと推定されることから確認調査

が必要であることを、4月 26日 に回答した。

これにより確認調査を 5月 10日 に実施し、住居跡が確認されたため喜平台南遺跡と同一遺跡であるこ

とを認定した。 5月 14日 に確認調査の結果を報告し、土子建材と今後の対応を協議した。この結果、現

状保存・維持は困難であるという結論から、記録保存としての発掘調査を実施することで合意にいたっ

た。また遺跡名は、確認調査の結果から「喜平台南遺跡」とした。

発掘調査は、喜平台南遺跡調査会を組織して実施することとし、 7月 2日 に調査会を発足させて調査

を開始した。調査は、藤原 均氏 (日 本考古学協会員、常総考古学研究所)に依頼 した。

Ⅲ 調 沓 経 緯

喜平台南遺跡の調査は、平成 13年 7月 2日 より開始した。調査は表土除去より開始し、 7月 5日 に終

了した。この後に精査行ない奈良・平安時代の住居跡 2軒、縄文時代の住居跡 9軒、土坑29基 と溝 1条

及び多数のPitを 確認し7月 10日 に終了した。

遺構の調査は、 7月 H日 より住居跡から開始し7月 20日 に終了した。この後土坑の調査を行ない、29

基の土坑は炉跡 (6基 )・ 陥し穴 (6基 )。 土坑 (13基 )であることを確認し8月 2日 に終了した。溝

の調査は 8月 10日 より開始 し、 8月 12日 に終了した。ここで全景写真撮影と遺構全測を実施し、土坑の

調査中に発見した不明遺構の調査を行ない 8月 16日 に終了した。整理等は、 9・ 10月 に実施した。
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原権現台遺跡

跡 位 置第 1図 遺

―- 2 -―

(S=1:10,000)



/

/

鞘

こデづ■0

隠
1//ミ

/hノ

第 2図 遺 跡 付 近 地 形 図

-3-

(S=1:2,000)



―,一

(091:T=S)超隠髯 g 国 票 彗 琴

(0主-1.S>
奉 魯 o玉

⑤(9-菫Sう

半ギ9-°C

(S―ユS'
8智や°

 O/離TC

転f,も
°

(0■―XS'
半Tざ

i

(G―IS,
零 魯 0

(lrF:〉(‐
・

s,

(al・,1‐DI S,

挙イ,1■1

(=1・
==―

BI S)

諄子11・:1

―
下

鴻
Ｉ

(lZ―】e)

学T=Z

(工上―】IS,

■ ユ II



調 査 結 果 の 概 要

喜平台南遺跡の調査結果は、第 3図・第 1・ 2表・図版 1に示したように11軒 の住居跡と、23基 の上

坑と炉跡 5基及び溝 1状 と多数のP it群・不明遺構 2基を発見・調査した。住居跡は奈良・平安時代の

住居跡 2軒 と、縄文時代の住居跡が 9軒である。炉跡は 5基で、土坑としては陥し穴が 6基と土坑が 5

基であり残 りの土坑13基 は攪乱土坑である。

奈良・平安時代の住居跡は、調査区の南西部で発見されているが、調査区の中央部以南と北側では確

認されなかった。縄文時代の住居跡は、調査区の中央部以北で 8軒発見されているが南側では 1軒発見

されたのみで、炉跡と柱穴で発見された住居跡である。また北西部では、 3軒の住居跡が重複している。

このことから縄文時代以降の集落は、調査区の西側に広がっていることと判断される。

5基の炉跡は、調査区の北側に多く所在しているが、南側では 2基が所在するのみで楕円形・ 円形を

呈している。炉跡は土坑として調査を開始したが、焼土が有 り底面も焼けていることから炉跡とした。

23基の上坑で 6基の陥し穴は、調査区の東側平坦部で東西方向に掘 り込まれており、精円形・長方形

状を呈している。規模は同程度で、ほぼ等間隔に掘 り込まれている。上坑は調査区の中央東側に4基 と

北東部に2基が有 り、円形・ 精円形・長方形を呈している。縄文時代の上坑である。他の上坑は、攪乱

土坑である。

溝は調査区の北東部で、北西～南東方向に掘 り込まれており、中近世の構と推定される。PH群は、

調査区のほぼ全域で認められている。

第 1表  遺  構  一  覧  表

名

称

形

状

規 模 (m) 方

位

柱

穴

カマ ド

炉 跡

備

考東 匹 百専】ヒ 深 さ

1号住居跡(SI- 1) 隅丸長方形 416( 4120 0、 38 N-37e_w 4 化壁中央郡 西壁が東壁より煙くカマト東袖は破瑛されていイ

2号住居跡(SI- 2) 墨丸長方形 318( 3153 0138 N-35'一 W 5 Iヒ 壁中央卸 西壁が東壁より煙い、理設衰有り

' 3号

住居跡(SI- 3) 円 形 513( 5、 20 N-17・ 一 E ,央に2基 ,H 形 SI-4.SD-1と重複

i 4号住居跡(SI- 4) 精 円 形 4,9( 6,20 N-30'一 W 7 ,央西備・精円形 SI-3・ 5・ 11及びSK-10と重複

: 5号住居跡(SI- 5) 精  円 形 8Ⅲ 5( 7、 20 N-40。 一E ,央部・精円形 SI-4・ 11及びSK-11と重複

' 6号

住居跡(SI- 6) 精  円 形 312( 4120 N-15'一 E
'央

部・補円形

7号住居跡(SI- 7) 精 円 形 5、 30 N-73'一 E ,央都・円形状 SK-11116と 重複

: 8号住居跡(SI- 8) 円 形 期 8101 7150 N-60。 一E ,央部南側・精円形 SK-23と重複

与 9号住居跡(SI- 9) 精  円 形 6180 8、 10 N-19'一 W I央部東側t円形 機乱土坑2基有り

与10号住居跡(SI-10) 精  円 形 5、 70 7、 10 N-50・ ―W 9 南側・円 形

11号住居跡(SI― と1) 円 形 駅 6,0( 6,30 N-13.― W 6 〕央北西側・精円形 SI-4・ 5及びSK-10と重複

炉 跡-1 楕 円 " 0,7( 1、 86 0118 N-50。 一W

炉 跡-2 不整長方形 1.02 1、 72 0,16 N-15'一 E

炉 跡-3 円 形 0、 4〔 0、 42 0、 05 N-100-E

炉 跡-4 精 円 形 0、 7を 0、 42 0108 N-74'一 E

炉 跡-5 精 円 形 0、 38 0105 N-80e― W

Ⅳ

-5-



第 2表 遣

V 遺 物

1、 住  居  跡

第 1号住居跡 (SI-1、 第4・ 15図、第 3表、図版 2・ 5) 本跡は調査区の北西部に所在し、東

西方向に長軸を有し北壁にカマ ドを有する住居跡であるが、西壁が北方に突出し東壁より短くなってい

る住居跡である。床面は中央部が堅緻な床となっているが、壁付近は柔弱な床となっている。壁はほぼ

垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ドを除き全周している。柱穴は対角線状に4本認められ、土層は

明褐色土がレンズ状に堆積しており、細分すると3層 に分類される。

カマ ドは北壁中央部のやや西側に設置されているが、中央部南側と東側の袖が木根により破壊されて

表覧構

構遺 と

名

称

形

状

法 量  (m) 方

位

備

考東 西 再章】ヒ 深 さ

1号土抗(SK- 1) 偶丸長方形 018〔 1116 と、25 N-38° 一E 陥 し穴

, 2号土坑(SK- 2) 隋 円 形 と、3( 0175 と、65 N-65・ ―E 陥 し穴

: 3号土坑(SK- 3) 偶丸長方形 1137 0、 70 と、52 N-70° 一E 陥 し穴

' 4号

土抗(SK- 4) 看 円 形 1、 3t 0～ 75 と、70 N-85° 一E 陥 し穴

: 5号土坑(SK- 5) 宥 円 形 と、32 0、 79 1145 N-85。 一W 陥 し穴

' 6号

土坑(SK- 6) 宥 円 形 116t 0、 95 1190 N-0・ ―E 陥 し穴

7号土坑(SK- 7) 不整長方形 110: 1120 0、 15 N-40'一 E 焼土有 り、攪乱土坑

' 8号

土抗(SK- 8) 宥 円 形 1、 OB 1123 0、 18 N-00° 一W 焼土有 り、攪乱土坑

, 9号土抗(SK- 9) 不 整 円 形 0181 0、 90 0128 N-270-W 攪乱土坑

,10号土抗(SK-10) 偶丸長方形 016t 0、 95 0、 20 N-20'一 W S I -4・ 5と 重複

11号土抗(SK-11) 隋 円 形 と、37 1160 N-35。 一E SI-7と 重複、下位 にSX-1有 り

,12号土坑(SK-12) 隋 円 形 2105 lⅢ  27 N-30。 一E SX― lと 重複

,13号土坑(SK-13) 偶丸長方形 2、 40 0135 N-72・ ― E SX-1・ 2と重複

'14号

土坑(SK-14) 隋 円 形 610( 5170 と、90 N-63・ ―E SK-15と 重複、フラスコ状土坑

甘15号土抗(SK-15) 隋 円 形 以 3、 8( 0170 0、 50 N-35° 一W SK-15と 重複、フラスコ状土坑

'16号

土抗(SK-16) 鴨 円 形 014〔 0,87 0113 N-300-W 攪乱土坑

'17号

土坑(SK-17) 晴 円 形 1145 2、 38 0160 N-27。 一W 攪乱土坑

'18号

土抗(SK-18) 下整楕円形 0170 2、 35 0,35 N-20・ ―W 攪乱土坑

〕19号土坑(SK-19) 宥 円 形 0170 と、07 0152 N-50'一 W 攪乱土坑

:20号土抗(SK-20) 下 整 形 と、60 0130 N-48'一 W 攪乱土坑

:21号土抗(SK-21) 円 形 形 0164 0、 50 N-80。 一E SI-3と 重複

与22号土坑(SK-22) 不 整 方 形 4、 40 0、 子8 N-0。 一E 風倒穴

1号 澪 (SD-1) 北東～北西 全長3915m.幅と、90～ 2170m、 深と0170m

t明 遺構(SX-1) 東 西 全長20、 5mt幅 1180m・ 高き1、 80mt表土下0150～ 1、 101

-6-



いる。遺存部分での大きさは、長さ1,10m・ 幅0,96m・ 高さ0,35mを 計測する。燃焼部はカマ ドの中央

部に位置するが、焼土の堆積は認められず黒褐色土 (第 2・ 3層 )堆積しており、底面もあまり焼けて

いない。煙道部は然焼部より斜めに立ち上がっており、先端部は北壁より0、 35m程突出している。壁は

砂質の暗褐色土を用いて構築しており、粘土は用いられていない。

出土遺物としては、覆土内より土師器甕・杯 。須恵器甕・盤・高台付杯・不蓋・石製紡錘車が破片で

出土し、床面と床面付近からは須恵器杯蓋・土師器甕が出土している。カマ ド内からは、土師器甕・須

恵器高台付杯・土師器甕が出土している。これらの出土遺物で図示出来たのは、須恵器盤 (1)・ 高台

付杯 (2・ 6)・ 邦蓋 (3)、 土師器甕 (5)、 石製紡錘車 (4)の 6点である。

第 2号住居跡 (SI-2、 第 5・ 15図、第 3表、図版 2・ 5) 本跡はSI-1の 西側で、東西方向

に長軸を有し北壁にカマ ドを有する住居跡であるが、西壁が東壁より短くなっている住居跡である。床

面は全体的に堅緻で、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝はカマ ドの部分を除き全周しており、柱

穴は対角線状 4本 と中央南側に 1本の 5本認められた。また中央部には、精円形の浅い掘 り込みが認め

られたが、柱穴であるかは不明である。上層は明褐色土がレンズ状に堆積しており、細分すると3層に

分類される。中央部の掘 り込みには、第 2層が堆積している。

カマ ドは北壁中央部に設置されており、長さ1183m・ 幅と、70m・ 高さ0150mを 計測する。燃焼部はカ

マ ドの中央部で赤褐色土 (第 4層)堆積しており、下位のローム面も良く分解している。煙道部は、燃

焼部より中段にテラスを形成しながら緩やかに立ち上がり、先端部は北壁より0155m程 突出している。

壁は砂質の暗褐色土と粘土を用いて構築しているが、粘土の使用量は少量である。

出土遺物としては、覆土内より土師器杯・ 甕、須恵器邦・杯蓋などが破片で出上しており、床面から

は土師器甕が出土している。またカマ ドの東側には、土師器甕が埋設された状況で出土している。カマ

ド内からは、土師器甕・杯、須恵器杯蓋が出土している。これらの出土遺物で、図示出来たのは土師器

甕 (7・ 8・ 10)、 須恵器杯蓋 (9。 11)の 5点である。

第 3号住居跡 (SI-3、 第 6図、図版 3) 本跡は調査区の北東部で、第 4号住居跡 (SI-4)
と第22号土坑 (SK-22)と 重複しており、第 1号溝 (SD-1)に 中央部を切られ炉跡と柱穴で確認

された住居跡である。住居跡は精円形状を呈しており、柱穴は10本 (Pl～ P10)認められたが小さく

浅い柱穴である。炉跡は円形で中央部にニケ所認められたが、焼上の雄積は無くロームが焼土化してい

るのみである。また東側の炉跡は、第21号土坑 (SK-22)に 南側を切られている。本跡の床と壁の状

況は不明であり出土遺物も皆無である。

第 4号住居跡 (SI-4、 第 6図、図版 3) 本跡は調査区の北東部で、第 3・ 5・ ll号住居跡 (S

I-3・ 5・ H)と重複しており、SD-1に 北東部を切られ炉跡と柱穴で認められた住居跡である。

住居跡は精円形を呈しており、柱穴は 7本 (PH～ P17)認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡は

精円形を呈し、中央西側に所在している。炉跡内には焼土が堆積しており、底面も良く焼けている。本

跡の床と壁の状況は不明であり、出土遺物は皆無である。

第 5号住居跡 (SI-5、 第 6図、図版 3) 本跡は調査区の北東部で、SI-4・ 11と 重複し炉跡

と柱穴で認められた住居跡である。住居跡は北東方向に長軸を有する楕円形状を呈 しており、柱穴はH
本認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡は精円形で中央部に所在するが、住居跡の方位より36° 北

を向いている。炉跡内には焼上が堆積しており、底面も良く焼けている。本跡の床と壁の状況は不明で

あり、出土遺物も皆無である。

第 6号住居跡 (SI-6、 第 7・ 16図、第 4表、図版 3・ 6) 本跡は調査区の北側中央部に所在し

炉跡と柱穴で認められた住居跡である。住居跡は精円形を呈しており、柱穴は10本認められたが小さく
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浅い柱穴である。炉跡は楕円形で中央部に所在し、焼上が堆積しているが浅い炉跡であり、底面はあま

り焼けていない。本跡の床と壁の状況は不明であるが、炉跡の周辺より縄文式上器片が 6点出上してい

る。この 6点の上器片から 1点を図示 (第 16図 1)し た。

第 7号住居跡 (SI-7、 第 7図)本 跡は調査区の中央部に所在し、第 8号住居跡 (SI-8)及
び第H・ 16号土坑 (SK― H・ 16)と 重複しており、炉跡と柱穴で認められた住居跡である。住居跡は

精円形状を呈しており、柱穴は13本認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡は中央東側で円形状呈し

ているが西側は攪乱により破壊されている。炉跡には焼土が堆積しているが、浅い炉跡で底面はあまり

焼けていない。本跡の床と壁の状況は不明であり、出土遺物も皆無である。

第 8号住居跡 (SI-8、 第 7・ 16図、第 4表、図版 6) 本跡は調査区の中央部で、SI-7及 び

第23号土坑 (SK-23)と 重複し、炉跡と柱穴で認められた住居跡である。住居跡は大型で円形状を呈

しており、柱穴は13本認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡は中央部南側で精円形を呈しており、

浅いが良く焼けている炉跡である。本跡の床と壁の状況は不明であり、出土遺物としては推定範囲内よ

り8点の縄文式土器片が出土している。この 8点より2点を選び図示 (第 16図 2・ 3)した。

第 9号住居跡 (SI-9、 第 8図) 本跡は調査区の中央部西側で、炉跡と柱穴で認められた住居跡

である。住居跡は精円形を呈しており、柱穴は10本認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡は中央部

東側で円形であるが、焼上の堆積は認められずローム層が焼土化している。本跡の床と壁の状況は不明

であり、北東部には木根による攪乱坑がある。出土遺物は皆無である。

第10号住居跡 (SI-10、 第 7図、図版 3) 本跡は調査区の南側中央部で、炉跡と柱穴で認められ

た住居跡である。住居跡は精円形を呈しており、柱穴は 9本認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡

は南側で円形を呈しており、焼上が堆積しているが浅い炉跡で底面はあまり焼けていない。本跡の床と

壁の状況は不明であり、出土遺物も皆無である。

第11号住居跡 (SI-11、 第 6図、図版 3)本 跡は調査区の北東部で、SI-3～ 5及び第 1号溝

(SD-1)及 び第10号土坑 (SK-10)と 重複しており、炉跡と柱穴で認められた住居跡である。住

居跡は円形状を呈しており、柱穴は6本認められたが小さく浅い柱穴である。炉跡は精円形で北西部に

所在しており厚く焼土が堆積し底面も良く焼けている。本跡の床と壁の状況は不明であり、出土遺物も

皆無である。

2、 炉  跡

炉跡 1(第 8図 。図版 3) 本跡は調査区の中央部で、SI-7の 北西部に所在し精円形状を呈して

おり、南側に一段のテラスを有している。底面は平坦で、中央部が 0、 18mで テラス部は0、 08mの 深さを

計測し、壁は斜めに掘 り込まれている。焼土は中央郡底面東側で、厚く(51 0cm)堆積しており下位面も

良く焼けている。土層は茶褐色土と黄褐色土が堆積しており、茶褐色土が 2層に細分される。土層の堆

積状況は自然堆積を示しているが、第 1層 の茶褐色土が厚く堆積している。出土遺物は皆無である。

炉跡 2(第 8図・図版 3) 本跡は調査区の北西部で、SI-1の 北東部に所在し精円形状を呈し南

壁には精円形の掘 り込み (深 さ0、 05m)が ある。底面は平坦で、壁は斜めに掘 り込まれている。焼土は

底面中央部と南側掘 り込みの部分に堆積しているが、中央部の焼土は薄く南側では厚く堆積している。

焼土の下位面は、南側が良く焼けているが中央部はあまり焼けていない。このことから南側が中心と推

定される。土層は茶褐色土と焼土が堆積しており、茶褐色上が 2層 に細分され焼土は南側掘 り込み部に

堆積している。出土遺物は皆無である。

炉跡 3(第 8・ 17図、第 5表、図版 3・ 6) 本跡は調査区の南側で、第 5号土坑 (SK-5)の 北

東部に所在し円形状を呈している。底面はほぼ平坦で、壁は斜めに掘 り込まれており、深さ0,05mを 計
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測し焼土が堆積している。炉跡内の底面と壁は、良く焼けている。出土遺物としては、炉跡上面より縄

文式上器片が 1点出上しており、第 17図 38に 図示した。また本跡の北東部には、円形のPitが所在して

いるが関係は不明である。

炉跡4(第 8。 17図、第 5表、図版 3・ 6) 本跡は調査区の南側で、SI-10の 南東部に所在し東

西方向に長軸を有する精円形の炉跡である。炉跡内には焼土が堆積しているが、底面と壁はあまり焼け

ていない。また本跡の北西部には、円形の小 P itが 1本認められたが本跡との関係は不明である。出土

遺物としては、炉跡の上面より縄文式土器片が 1点出土している。 (第 17図 39)

炉跡 5(第 8図) 本跡は調査区の南側に所在し、北西方向に長軸を有し精円形状を呈する炉跡であ

る。底面は平坦で、壁は斜めに掘 り込まれている。炉跡内には焼土が堆積しており、底面と壁は良く焼

けている。出土遺物は皆無である。

3、 土  坑

第 1号土坑 (SK-1、 第 9図、図版4) 本跡は調査区の中央北側で、SI-6の 南東部に所在し

ている。東西方向に長軸を有する楕円形を呈し、底面には浅い掘 り込みと小PHが 1本認められ壁はほ

ぼ垂直に掘 り込まれているが、西壁は上部が斜めに掘 り込まれている。土層は、茶褐土と黒褐色土がレ

ンズ状に堆積しており、茶褐色土が 2層に細分される。出土遺物としては、覆上の 1・ 2層から少量の

縄文式上器小片が出土しているが、図示不能である。遺構の状況から本跡は、陥し穴である。

第 2号土坑 (SK-2、 第 9・ 16図、第 4表、図版4・ 6) 本跡は調査区の中央部で、SI-7の

北東部に所在している。東西方向に長軸を有する隅丸長方形状を呈し、底面は平坦で壁は西・南壁はほ

ぼ垂直に掘 り込まれているが、西壁には深さ0185mの 部分にテラスを造 り出している。土層の堆積状況

は、SK-1と 同様である。出土遺物としては、覆上の 1・ 2層より少量の縄文式土器片が出土してお

り、 1点 (第 16図 10)を 図示した。本跡は、SK-1と 同じ陥し穴である。

第 3号土坑 (SK-3、 第 9図) 本跡は調査区の中央部東側で、SI-7の 南東部に所在しており

東西方向に長軸を有する隅丸長方形状を呈しているが、底面は上面よりやや南東を向いている。底面は

平坦であるが、南壁部分に小さいテラスを有しており、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。土層は、茶

褐色土・黒褐色土・黄褐色土がレンズ状に堆積しており、茶褐色土が 2層に細分される。出土遺物は皆

無であるが、SK-1・ 2と 同様陥し穴である。

第 4号土坑 (SK-4、 第 9図、図版4) 本跡は調査区の中央南東部に所在し、東西方向に長軸を

有し精円形状を呈している。底面は平坦で、壁は北・西壁がほぼ垂直に掘 り込まれているが、東・南壁

は斜めに掘 り込まれている。土層は、茶褐色土と黒褐色土がレンズ状に堆積しており、茶褐色土が 2層

に細分される。出土遺物は皆無であるが、SK-1～ 3と 同様陥し穴である。

第 5号土坑 (SK-5、 第 9・ 16図、第 4表、図版4・ 6) 本跡は調査区の南側で、SI一 と0の北

東部に所在しており、東西方向に長軸を有する精円形状を呈している。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に

掘 り込まれている。土層は、茶褐色土と黒褐色土がレンズ状に雄積している。出土遺物としては、覆土

の 1・ 2層内より少量の縄文式上器片が出土しており、 3点 (第 16図 H～ 13)を 選び図示した。本跡は

SK-1～ 4と 同様陥し六である。

第 6号土坑 (SK-6、 第 10・ 16図、第 4表、図版4・ 6) 本跡は調査区の南側で、SI-10の 東

側に所在しており、東西方向に長軸を有する精円形を呈している。底面は狭く平坦であり、壁はほぼ垂

直に掘 り込まれている。土層は、茶褐色土と黒褐色土がレンズ状に堆積しており、茶褐色土が 3層 に細

分されるが 9層の茶褐色土には焼土粒子が少量ふくまれている。出土遺物としては、覆土の4層 内より
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縄文式土器片が出上しており、10点 (第 16図 14～ 18・ 20～ 22)を図示した。本跡は、SK-1～ 5と 同

様陥し穴である。

第 7号土坑 (SK-7、 第 10・ 16。 17図 、第4・ 5表、図版 6) 本跡は調査区の中央部で、SI―

7の北側に所在し不整長方形状を呈している。底面は平坦で、壁は斜めで東・西壁の中央部には焼があ

る。土層は、軟質で締まりの無い茶褐色土がレンズ状に堆積しおり、 3層 に細分される。出土遺物は、

縄文式上器片が少量出土しており4点 (第 16・ 17図 19・ 23～ 25)を図示した。攪乱土坑である。

第 8号土坑 (SK-8、 第 10・ 16図、第 5表、図版 6)本 跡は調査区の中央部で、SI-7の 北東

部に所在し精円形状を呈している。底面は皿状で、壁は斜めに掘 り込まれており北東部と南壁には焼土

が堆積しているが、壁は焼けていない。土層は茶褐色土が堆積しており、 3層 に細分されるがSK-7
と同質の土層である。出土遺物としては、縄文式上器片が少量出土しており2点 (第 17図 26・ 27)を 図

示した。遺構と土層から本跡は、SK-7と 同じ土坑と判断される。

第 9号土坑 (SK-9、 第 10図)本 跡は調査区の南側で、SI-10の 北東部に所在し不整円形状を

呈している。底面は皿状で、壁は斜めに掘 り込まれている。土層は茶褐色土が堆積しており、SK-7
8と 同質で 3層に細分される。出土遺物は皆無であり、SK-7。 8と 同じ土坑である。

第10号土坑 (SK-10、 第 6・ 17図、第 5表、図版 6)本 跡は調査区の北東部で、SI-4・ 5と

重複し隅丸長方形を呈している。底面は平坦で、壁は斜めに掘 り込まれている。土層は黒色上が 1層堆

積してお り、縄文式上器片が出上している。縄文式上器は、 7点 を図示 (第 17図 28～ 34)し た。土層の

状況から本跡は、SI-4・ 5を掘 り切っている土坑である。

第H号土坑 (SK-11、 第 10・ 17図、第 5表、図版4・ 6) 本跡は調査区の中央部で、SI-7及
び不明遺構 (SX-1)と 重複し精円形を呈している。底面は平坦で、壁は0.60mま では斜めに掘 り込

まれてからほぼ垂直に掘 り込まれている。また東壁の上面は、攪乱により破壊されている。土層は茶褐

色土が堆積しており、4層 に細分されるが 8層はSX-1の 土層である。出土遺物は、縄文式上器片が

少量出土しており3点 (第 17図 35～ 37)を 図示した。

第 12・ 13号土坑 (SK-12・ 13、 第H図 、図版4)本 跡は調査区の中央東側で重複しており、底面

ではSX-1・ 2と重複している。SK-12は SK-13を 掘り切っており、SX-1・ 2は SK-12の

底部を掘 り切っている。SK-12は精円形を呈しており、北東部にテラスを有している。底面は平坦で

あり、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。またテラス部は、平坦なテラスであるが西にかけて緩やかに

下降している。土層は茶褐色土がレンズ状に堆積しており、細分すると3層 に分類される。また4層 の

黄褐色土は、SX-1の 上層である。出土遺物としては、少量の縄文式土器小破片が出土しているが図

示不能である。SK-13は精円形を呈しており、底面は平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土層は、

茶褐色土がレンズ状に堆積しており3層 に分類される。出土遺物は皆無である。

第 14・ 15号土坑 (SK-14・ 15、 第 12図、図版4)本 跡は調査区の中央東側に所在しており、重複

した状況で発見されておりSK-14が SK-15を 切っている。SK-14は精円形を呈しており、底面は

平坦であるが北東壁の部分に長方形 (-0115m)と 円形 (-0、 25m)の掘 り込を有 している。壁は中央

以下がほぼ垂直に掘 り込まれているが、上面にかけてはフラスコ状に掘 り込まれている。SK-15は 精

円形状で、中央部をSK-14に 掘 り切られている。底面は皿状を呈するようであり、壁はフラスコ状に

掘り込まれている。土層は茶褐色土と黄褐色上が堆積しており、茶褐色上が 6層に黄褐色上が 4層 に分

類される。出土遺物としては、少量の縄文式土器小破片が覆土上面より出土したのみで、図示は不能で

ある。出土層位は、第 1～ 3層 中である。

第16号土坑 (SK-16、 第 10図) 本跡は調査区の北側で、SI-6の 南西部に所在しており、精円
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形を呈している。底面は皿状であり、壁は斜めに掘 り込まれている。土層は 1層で、茶褐色上が堆積し

ているが軟質な土層である。出土遺物としては、縄文式土器の小破片が 1点出土したのみで、図示不能

である。本跡は、SK-7・ 8と 同じ遺構である。

第17号土坑 (SK-17、 第 11図) 本跡は調査区の中央部で、SI-7の 北側に所在し精円形を呈し

ているが、遺構の状況から木根と判断された。少量の縄文式土器小破片が出上しているために土坑とし

て報告する。第 18号土坑も本跡と同様である。

第18号土坑 (SK-18、 第 12図) 本跡は調査区の中央北側で、SI-6の 南側に所在し不整精円形

状を呈しているが、遺構の状況からSK-17と 同様木根である。少量の縄文式土器小破片が出土してい

るために、土坑として報告する。

第 19号土坑 (SK-19、 第 12図) 本跡は調査区の南西部に所在し、精円形を呈しており南壁の部分

にテラスを有している。底面とテラスは平坦で、壁は斜めに掘 り込まれている。土層は軟質な茶褐色土

が 1層堆積しているが、出土遺物は皆無である。

第20号土坑 (SK-20、 第 12図) 本跡は調査区の北西部に所在しており、不整形を呈している。底

面は平坦であり、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。また北壁の一部には、焼土が堆積しているが壁は

焼けていない。土層は軟質な茶褐色土が堆積しており、 3層に分類される。 2・ 3層には炭化物を含む

が、焼土の堆積は認められなかった。SK-7・ 8と 同様の土坑である。

第21号土坑 (SK-2と 、第 6図) 本跡は調査区の北東部に所在し、SI-3と 重複しており円形を

呈している。底面は平坦で、壁は斜めに掘 り込まれている。土層は 1層で、黒褐色土が堆積している。

出土遺物は皆無であるが、覆土が第 1号溝 (SD-1)と 同質であることから同溝と同時期と推定され

る。

第22号土坑 (SK-22、 第 13図) 本跡は調査区の中央西側で、SI-8と 重複しており不整方形状

を呈している。底面は平坦な階段状なつており、壁は斜めの部分と垂直の部分とが混在している。土層

は中央上面にロームプロックがあり、この下位に茶褐色土が堆積している。出土遺物は茶褐色土より少

量の縄文式上器小破片が出上している。本跡は土坑ではなく風倒穴と判断さりるが、遺物が出上してい

ることから土坑として報告する。

4、  溝  (第 14・ 16図、第 4表、図版 6) 本跡は調査区の北束部で、北東～北西にかけ直線的に掘

り込まれてお り、SI-3と Hを掘 り切ってい。底面は平坦であるが、西側で東側とに段差を有してい

る。溝の壁は斜めに掘 り込まれている。土層は黒褐色土と黒色土が堆積しており、出土遺物はカワラケ

土師器杯・須恵器杯等の小破片と縄文式土器片が出上しており、縄文式上器片を 6点図示した。

5、 そ の 他 の 遺 構 (第 13・ 14・ 17・ 18図、第 ら表、図版 5・ 6) その他の遺構としては、調査

区の西側で認められたP it群 と、東側で認められた不明遺構とがある。Pit群 は、円形状で浅い掘 り込

のP itで 住居跡としてのフ
°

ランが認められなかったことからPit群とした。西側に焼土域を有するが

この焼土はロームが焼けている部分で耕作攪乱に伴う焼土域である。不明遺構は、SK-11・ 12の 調査

時に認められた トンネル状で、深さ0150～ と、50mの 部分で径0,55～ 0,95mで掘 り込まれており、SK―

13の 下位で東 (SX-1)と 南 (SX-2)に 別れている。出入り回は東と西のようである。内部には

茶褐色土が縄文式上器片を含み堆積している。土器片は第17図 45・ 57に 図示したが、土坑に伴う遺物と

推定される。

―
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6、 出 土 遣 物  (第 15～ 18図、第 3～ 5表、図版 5・ 6)

土師器・須意器・石製品 (第 15図、第 3表、図版 5)

Nol～ Hは、SI-1・ 2よ りの出土遺物で 1～ 6は SI-1よ り出上し、 7～ Hは SI-2よ り

出土している。 1は須恵器盤でやや歪な器形であり、肥厚な底部である。 2は須恵器高台付杯の接合資

料で、体部を1/3程度遺存している。体部には輸積み痕を有しており、高台部先端外面を外開きさせてい

る。 3は須恵器杯蓋の接合資料で、摘みの宝珠部を欠損している。やや歪な器形で、体部上半にはヘラ

削リヘラナデが施されている。4は滑石製の紡錘車であるが、下半を欠損している。 5はカマ ド内より

出土した土師器甕で、1/3程 の破片で日縁部を肥厚化させている。6はカマ ド内より出上した須恵器高台

付杯で、体部を欠損しておりやや歪な器形と推定される。体部下端がやや下方にさげられており、高台

部は長方形状を呈している。 7はカマ ドの東側に埋設されていた土師器甕で、日唇部のごく一部を欠損

しているが完形品であるが、やや歪な器形である。 8は土師器甕で体部下半以下を欠損しており、遺存

率は1/5～ 1/6程度でやや肥厚な器厚である。 9は須恵器邦蓋で、摘みの宝珠部は精円形状を呈しており

体部はロクロ整形でヘラ削り等は見られない。10は土師器甕の接合資料でェ体部下端以下を欠損し1/5程

の破片である。体部上半が薄い器厚で、日唇部が薄い器厚となっている。Hはカマ ド内より出土した須

恵器邦蓋で11/2程 の破片である。肥厚な器厚で摘みの宝珠は低くなっており、体部中半にはヘラ削リヘ

ラナデが施されている。これらは奈良 。平安時代の遺物である。

縄文式上器・石鉄 (第 16～ 18図、第4・ 5表、図版 6)

縄文式土器と石鏃は、第 16～ 18図 Nol～ 58、 第4・ 5表 に示した。 1は SI-6よ りの出土で、沈

線と貝殻腹縁文が施文されている田戸下層式の土器片である。 2・ 3は SI-8よ りの出土で、 2は沈

線を施文し3は条線文が施文されている。 2は田戸下層式で、 3は安行 I式期に比定される。4～ 9は

SD-1よ りの出土で、田戸下層式の上器片である。4は爪形文と沈線を、 5は沈線と貝殻腹縁文を、

6は太い沈線と貝穀腹縁文を、 7は太い沈線を、 8は沈線による綾杉文を、 9は細い沈線を施文してい

る。また 5は、胎土に微量の繊維を混入させている。10は SK-2よ りの出土で、田戸下層式の土器片

で太い沈線を施文している。11～ 13は SK-5よ りの出土で、田戸下層式の土器片であり11は外面に条

痕文が見 られるが、内面には見 られない。12・ 13は沈線を施文しているが、12は太い沈線で13は細い沈

線である。14～ 18と 20～ 22は SK-6よ りの出土で、14～ 17・ 20～ 22は 田戸下層式であり18は浮島Ⅲ式

である。と4は沈線と、単節LRの細縄文とを組み合わせて施文している。15は細沈線を施文しており、16

と17は細沈線と貝殻腹縁文を施文している。18は 日縁部に刻み日と、外面に三角形の刺突文を施文して

いる。20と 22は沈線と貝殻腹縁文を、21は沈線と爪形文を施文しており、22は胎土に微量の繊維を含ん

でいる。19・ 23～ 25は SK-7よ りの出土で、浮島Ⅱ oⅢ 式の土器片である。19は 日縁部に刻み目を有

し、外面に連続刺突文を施文する浮島Ⅲ式であり、23は半裁竹管による沈線を施文しており、24は沈線

と横位と斜位との三角形刺突文を施文しており、25は平行する三角形刺突文を施文している。26と 27は

SK-8よ り出上で、田戸下層式の上器片である。26は太い沈線と細い沈線とを組み合わせており27は

外面に条痕文が見られる。28～ 34は SK-10よ りの出上で、28は斜位の細い沈線と縦位の太い沈線とが

施文されている。29～ 33は沈線が施文されており、33に は補修孔がある。34は沈線と貝殻腹縁文が施文

されている。28は三戸式で30～ 34は 田戸下層式である。35・ 36は SK-11よ りの出土で、田戸下層式の

土器片である。35は細沈線と貝設腹縁文を施文しており、36は外面に条痕文を施文している。また36は

胎土に微量の繊維を含んでいる。38は炉跡 3よ りの出土で、横位の爪形文と沈線が施文されている田戸

下層式の土器片である。39は炉跡 4よ りの出上で、ハイガイの殻頂部による背圧痕と沈線を施文してお

り、胎土に微量の繊維を含んでいる。田戸下層式である。40～ 44は 当遺跡覆土とローム面よりの遺物で
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第 3表 出 土 遺 物 一 覧 表 1 (師 器 。須恵器・石製品)

Ｎ

　

〔
）

出土

遺精

名

称

法  量 (cm) 位

置

胎

土

朗

成

色

調

器形・整形の

特徴現 高 口 径 壼径 台 径 孔

第1号1 須恵器・ヨ118X3,I 17i5X17、
BE担お 肖

民 明灰栂色 ,部内外ロクロ整形i嵐面回転ヘラ切り後ヘラナデ、長石含む

推1618 と、8XH、 3 灰褐1

肖
員 灰褐色 ド部内外Hクロ整形下端ヘラオデ、高台下端外開きl接合資料

意々器杯蓋 1616X16、 4 床面 良掘 明灰相色 F部上半回転ヘラ削リヘラナデ下半ロクロ整影、日録鷲く垂直

,錘 車 上両怪 2、 8 重さ      g 決黒色 1/2報を欠損している

i師器・衰 推 15、 0 ,マ ト

'

激い 良1 明黒色 1/8程残、体部ヘラナデ中半以下ヘラ欄り、日録部が肥厚

載心薇 ETlWア 1110X91♀ ,マ ト

'

灰褐t
白
員 灰褐色 1部内外Hクロ整形Ⅲ底面回転ヘラHlリヘラナデ、高台外開き

第2号 t [師器・衰 3315 212X2と、 床面
政
価

と
臥

山
ス 明茶褐色 :形でやや歪、体部ヘラ割リヘラナデ下半ヘラナデ1木葉痕有

ど郎器・衰 22、 0 推 25、 0 床面 粗い 良, 暗茶裾色 /S理残1日録部ナデl体部外面摩減内面ヘラナデ

H恵器邪蓋 推 17、 6
歳
価

畳
原

爵
民 灰褐色 Iみはヘラナデ、体部ロクロ整形、横み径1、 6X2,7cm

[師器・甕 2210 推 2410 粗い 良荀 切褐色 ,合資料、日録～体部ヘラナデ1日録部は薄い器厚で直立

1 i恵器邪蓋
●
ヽ 撤密

山
員 明灰鵜色 F部上半回転ヘラ割り下半ロクロ整形、構み31 0Xl、 2 cI

第 4表 出 土 遺 物 一 覧 表 2 (縄 文式上器)

出土遺精 器  形 成・ 整形の特徴 型 式 色 調 焼 成 胎  土 。他

1 第 6号住 深鉢胴郡 沈線 と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 悪 一緒遺物、やや脆く、砂故・長石・雲母を含む

第 8号住 深鉢胴部 沈 線 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 棒状工具により施文 安行 I式 黒灰色 良好 砂粒

第 1号浦 深鉢胴部 幅広の集合沈線による緩やかな孤状の文様 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒、微量の繊維を含む

深鉢胴部 太い沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 橙  色 良好 砂粒

深鉢胴部 太い沈線 田戸下層 赤褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 沈線を綾杉状に施文 田戸下層 灰褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 細い沈線 田戸下層 淡赤褐色 良好 砂 粒

第 2号土 深鉢胴部 太い沈線 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

l 第 5号土 深鉢胴部 外面に条痕文が見られるが、内面にはない 田戸下層 赤褐色 悪 やや脆 く砂粒 を含む

深鉢胴部 太い沈線 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

I 深鉢胴部 細い沈線 田戸下層 赤褐色 良好 砂粒

第 6号土 深鉢胴部 沈線と単節LRの 細縄文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

深鉢 口縁 細い沈線 田戸下層 赤褐色 良好 やや黒 い色調で、砂粒含み

深鉢胴部 細沈線 と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 細沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢 口縁 日録部に舞み日、外面には三角文を施文 浮島Ⅲ式 淡褐色 悪 やや脆 く砂粒 を含む

第 7号土 深鉢 口縁 日録部に対み日1外面には三角文を施文 浮島Ⅲ式 淡褐色 良好 砂粒

第 6号土 深鉢胴部 沈線と貝殻腹録文を綾杉状に施文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

と 深鉢 口縁 沈線 と爪形文 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 沈線 と貝殻腹縁文 田戸下層 黒灰色 良好 微量の繊維と砂粒を含む
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第 5表 出 土 遣 物 一 覧 表 3 (縄 文式上器・石鉄 )

出土遺構 器   形 成・ 整形の特徴 型  式 色 調 焼成 胎 土・ 他

第 7号土 深鉢胴部 半裁竹管 による沈線 浮島 ⅡかⅢ 淡赤褐窪 良好 砂 粒

深鉢胴部 沈線と平行する三角形の剰突列を施文 浮島 ⅡかⅢ 淡赤橙色 悪 やや脆 く、砂粒 を含む

深鉢胴部 平行する三角形の刺探 浮島Ⅲ式 淡赤橙色 悪 やや脆 く、砂粒を含む

第 8号土 深鉢胴部 太い沈線と細い沈線 田戸下層 橙   色 良好 長石、砂粒

深鉢胴部 外面にのみ条痕文有 り 田戸下層 淡黒灰色 良好 砂 粒

第10号土 深鉢胴部 太い沈線と細い沈線 三戸式 淡褐色 良好 長石、砂粒 を含む

深鉢胴部 大い沈線で接移状の文様を施文 田戸下層 淡赤褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 太い沈線 田戸下層 淡赤褐佳 良好 砂粒

1 深鉢胴部 細い沈線 田戸下層 赤褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 中程度の沈線 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 太い沈線、補修孔有 り 田戸下層 淡黒灰窪 良好 長石、砂粒 を含む

深鉢胴部 沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

第11号土 深鉢胴部 沈線 と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 外面にのみ条痕文有 り 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒、微量の繊維を含む

深鉢胴部 沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 淡灰褐窪 良好 砂 粒

炉跡 3 深鉢 日縁 爪形文 と沈線 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

炉跡 4 深鉢日縁 ハイガイの殻頂部による青圧痕と沈線 田戸下層 に黒灰鵜1 良好 砂粒、微量の繊維を含む

遺酢一括 深鉢胴部 中程度の沈線 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

1 深鉢胴部 太い沈線 田戸下層 赤褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 淡灰褐佳 良好 砂粒、微量の繊維を含む

深鉢胴部 沈線と貝設腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

4 深鉢胴部 沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

不明遺構と 深鉢 日縁 日録部に刻み日と外面には爪形文と沈線 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 外面にのみ条痕文有 り 田戸下層 淡赤褐色 良好 砂粒、微量の繊維を含む

深鉢胴部 三角文 浮島Ⅲ式 淡赤褐色 良好 砂 粒

不明遺構2 深鉢口縁 制沈線と単節LRの細掘文を施文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 暗褐色 良好 長石、砂粒 を含む

深鉢胴部 外面にのみ条痕文有 り 田戸下層 褐  色 悪 やや脆く、砂粒と微量の機離を含む

1 深鉢胴部 細沈線と貝殻腹縁文 田戸下層 黒灰色 良好 砂粒、補修孔有 り

深鉢胴部 平行する三角形の刺家 浮島Ⅲ式 橙  色 良好 砂 粒

深鉢胴部 太い沈線 田戸下層 淡赤褐色 良好 砂粒

深鉢日縁 日録に刻み日と外面に沈繰を施文 田戸下層 淡褐色 良好 砂 粒

深鉢胴部 深めの沈線 田戸下層 淡黒褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 貝殻腹縁文 田戸下層 淡褐色 良好 砂粒

深鉢胴部 外面にのみ条痕文有 り 田戸下層 淡黒褐佳 良好 砂粒、微量の繊維を含む

第10号土 石   鏃 無  茎 全長 3ゝ 5cm 幅 116c皿 厚さ0、 4 石賢 チャート皿

あり、40は 中程度の沈線で、41は太い沈線を施文している。42～ 44は、沈線と貝殻腹縁文を施文してい
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る。また42は 、胎上に微量の繊維を含んでいる。田戸下層式である。45～ 47は不明遺構 (SX-1)よ

りの出土で、45。 47は 田戸下層式であるが48は浮島Ⅲ式である。45は 日縁部に刻み 目を有 し、外面に爪

形文 と沈線 とを組み合わせて施文 している。46は 外面にのみ条痕文をが見 られ、胎土 に微量の繊維 を含

んでいる。47は三角文施文 している。48～ 57は不明遺構 2(SX=2)よ りの出上で、48～ 51と 53～ 57

は田戸下層式で52が浮島Ⅲ式である。48は細い沈線 と単節LRの細縄文 とを組み合わせてお り、49が沈線

と貝殻腹縁文 とを組み合わせて施文 している。50は外面にのみ条痕文を施文 し、51は抗線 と貝殻腹縁文

を施文 してお り、補修孔が見 られる。52は平行する三角形の突刺列で、三角文を構成 している。53は太

い沈線で、54は沈線 と口縁部に刻み 日との組み合わせである。55は斜めに深めの沈線を施文 してお り、

56は貝殻腹縁文を施文 している。57は外面にのみ条痕文が見 られる。また50と 57は 、胎土 に微量の繊維

を含んでいる。58は SK-10よ り出上 したチャー ト質の石鏃で、無茎である。

Ⅵ ま め

今回調査した喜平台南遺跡の調査結果は、いままで報告した通 りである。遺跡としては、縄文時代よ

り奈良・平安時代が中心の遺跡である。

縄文時代の遺構は、住居跡・土坑・陥し穴 。炉跡が発見されている。住居跡は、炉跡と柱穴で認めら

れており円形・精円形状を呈する住居跡で、調査区の北東部と中央部とに集中する傾向を有している。

個々の住居跡は各々差異を有しており、SI-4の ように小型の住居跡やSI-8・ 10の ような大型の

住居跡も発見されている。土坑・陥し穴としては、陥し穴が調査区の東側に南～北にかけ主軸を東西に

有して掘 り込まれているが、北側から2基づつのグルーフ
°

に分類されるようである。このことは、陥

し穴を掘 り込んだ時期が異なることを示すことと判断される。出土遺物としては、田戸下層式・浮島Ⅱ

式・ Ⅲ式等の上器片が出上しているが、田戸下層式の土器片が中心であることから縄文時代早期中葉後

半期に位置していることと判断される。

奈良・平安時代の遺構としては、 2件の住居跡が発見されたのみである。住居跡の細部では異なって

いるが、SI-1は 4m代の規模でSI-2は 3m代の規模を有することは、時期的な差を示す点であ

る。またSI-2か らは、カマ ドの東側に土師器甕が 0、 14m程埋設された状況で出土している。遺物の

出土状況としては、住居跡廃棄後の流入を示している。出土遺物は、土師器邦・甕 。須恵器郷・高台付

杯・盤・紡錘車が出土している。これらの遺物から2軒の住居跡は、 8世紀後半から9世紀前半頃の生

居跡と判断される。また 2軒の住居跡は、調査区北側畑の西側にある埋没谷の辺縁部に立地しているよ

うである。

不明遺構であるが、SK-11の 調査時に発見した遺構で、遺構確認面のローム面より0、 55～ と、50m下

位でローム層内にトンネル状に掘 り込まれており、軟質な茶褐色土が縄文式土器を含んで充満している

ことから、動物が掘 り込んだ穴と推定される。縄文式土器は土坑に伴う遺物と推定されるが、確実な点

は不明であることから不明遺構として報告した。

今回実施した調査結果から、住居跡・土坑は調査区北側の畑部分にも同時期の遺構が存在することと

判断され、奈良・平安時代の集落の中心が存在することと推定される。喜平台南遺跡は、争回の調査区

と北側畑の部分を含む広い遺跡で有ることと推定される。

と
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住 居 跡 土 層 え 例

1)、 暗明褐色土 (ロ ーム粒、ローム小プロックを含む)

2)、 暗明褐色土 (ロ ーム小プロックとローム粒を含む、

1層より暗い)

3)、 暗明褐色土 (少量の焼土プロック、粘土粒子、

ローム粒子を含む)

Ｌ
気
戸
―
―
引
Ｌ
Ｆ

ド軍|

C
Ｄ
一

カ

1)、 暗褐色土

2)、 暗黒褐色土

3)、 暗黒褐色土

4)、 責褐色土

5)、 暗褐色土

6)、 嗜褐色土

7)、 黄褐色土

8)、 暗褐色土

9)、 黄褐色土

10)、 暗茶掲色土

マ ド 土 層 凡 例

(砂質、砂粒 と粘土粒子を含む、硬質)

(焼土粒子を含む、 くすみ軟質)

(焼土プロックを含む、くすみ軟質)

(ロ ームプロックと少量の焼土粒子を含む)

(砂質、ごく少量の炭化物 と焼土を含む、硬質)

(砂質、焼土粒子と炭化物を含む、 くすむ)

(ご く少量の焼土粒子 と炭化物を含む、 くすむ)

(ロ ーム粒、ローム小プロック、

砂質粘土粒を含む、硬質)

(ロ ーム粒、ローム小プロックを含む、硬質)

(ロ ーム粒子とBr■ 粒子を営む)

W E

号 住 居 跡 (SI-1)実 測 図第 4図 第

(平面～ 1:60・ カマ ド～ 1:30:L=34,00■ )
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No7・ 8出土状況 (1/20)
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住 居 跡 土 層 凡 例

1)、 暗明偶色土 (ロ ーム粒、ローム小プロックを含む)

2)、 暗明褐色土 (ロ ームォヽ プロックとローム粒を含む、 1層 より暗 14い )

3)、 暗明福色土 (少量の焼土プロック、粘土粒子、ローム粒子を含む)

カ マ ド 土 層 凡 例

1)、 暗褐色土 (砂質、砂粒 と粘土粒子を含む、硬質)

2)、 暗褐色砂質土 (焼土プロック、炭化物粒、を含む)

3)、 暗褐色土 (少量の焼土粒子を含む、)

4)、 赤褐色土 (焼土 プロックを含む)

5)、 明黒褐色土 (少量の焼土 プロックと焼土粒子を含む)

6)、 暗褐色土 (少量のローム粒子 と焼上粒子を含む)

7)、 暗褐色土 (砂質粘土粒子を含む、硬質)

8)、 暗褐色土 (砂質継土粒 と土器粒子を含む、軟質 )

9)、 黄褐色土 (ロ ーム粒 とロームプロックを含む)

10)、 暗茶福色砂質土 (焼土粒子 と焼土プロックを含む)

11)、 黄褐色土 (ロ ームプロックを含む)

12)、 暗黄褐色土 (ロ ームプロック、 ローム粒、焼土粒を含む

13)、 暗黄福色砂質粘土

14)、 赤褐色土 (焼土粒、焼土 プロックを含む)

15)、 暗褐色土 (ロ  ム粒子を含む、軟質)

16)、 明黒掲色土 (少量の焼土絃、焼土 プロックを含む、軟質 )

17)、 暗褐色土 (ロ ーム、ロームプロック、焼土粒を含む)

18)、 暗掲色土 (ロ ームプロック、ローム粒子を含む)

19)、 黄褐色土 (ロ ームプロックを含む)

20)、 明黒褐色土 (砂質、粘土粒子を含と、硬質 )

21)、 暗褐色砂質猫土

22)、 黄褐色土

23)、 暗茶福色土 (粘土粒子を含む)

24)、 暗茶tB色土 (少量のローム粒子含む)

住

Ｊ

一‐
一

居号
９

留第図5第

塩
＼
|＼

 

＼
、

/ 」

◎ ◎

跡 (S I-2)実 測  因 (平面 ～ 1:60・ カ マ ド～ 1:30,と =34,00口 )



|

〇
|

く
|

C

了募＼＼
Ｐ５
（
）

抗

＝

職

口
（

翔

偲

――E

＼

３◎

Ｇ

　

Ｉ

“
|

命|

Φ
I

鍮 |

―

|

/｀
~~―_十~~~ャ

N

―

常
|

III能  土

10・ 21号土坑実測図

Om、 平面=1:100)

W        E

M T

4・ 5。 H号住居跡、第

H、 SK-10・ 2と 、L=34

宝

―

―

―

―

ヽ

ヽ

，

ｒ

ｉ

ｌ

ｎ
hl

S

第 6図
(SI-3・

N

第 3・

4・ 5・

N

第 1号溝 (SD-1)

―
―
―
ゝ
〆
―
‐
‐
‐
ヽ
サ
ｒ
ｂ
ｒ
ｌ
ｌ

勧
ゆ

‐
／

＼
Ｂ

　
　
評
　
　

号
一　

Ｑ

ＰＴ
６
）

　
　
　
　
　
　

住

一　
　
　
　

‐Ｏ
Ｋ

　

　

ヽ

号
Ｉ

　

　

浄
ω

　
⑥
Ⅷ

坤
ア

′一Ｋく暉
沐
竹



一
一
　

‐

　

イ
・

／フ， ４型∞中
／

′
◎
蟄

／

一

　

ヶ

ｌ

‐

争ニ

B一

″
硬モま

C

PT③ l
③  ◎半A

P3 1

S′ //

一 A

第 6号住居跡

(SI-6)

/⑥

I
P13

ew
◎    ◎

ヽ PS     P ll

＼＼＼◎PT

一一
‐
Ｉ

＼
＼
　
・′

め
Ｐ

一一
Ｄ

＼
″／

釣
／

‐
く
ｒ
ｌ

〓

０

　

　

ィ

③
Ｐｌ
　
出

，―

③

一
生

／

／

（

彰

‐ Ｐ ！

ヽ

ヽ
ヽ

一Ｂ
ヽ
一

＼

◎
Ｐ９

‐
ｔ
Ｄ
ｒｌ
ｌ
‐
，‐
―
―
十
１
１１
ｔ
ぅ
Ｆ
‐
‐
‐
―
―
―

Ａ
一

．載（］】管全

P9て F

|

4デ~~~~¬
」…

D―

~l「 ~   ~   r

H

キ

一 C

A
/

③＼
P14 ＼

＼

P10°露＼
＼

/  ?く
ヽ

③
P3

⑤
P4

// 
＼ E

A
|

/④
~~~｀

Pl

第 7号住居跡

(SI-7)

― G

Ｃ
一

／／／
Ｐ‐‐
（）

/
F  //

力PW

イ

SK-23

◎
ＰＴ

/

＼ぎ
庁齢
「
‐
‐
‐
‐
′
／
／
／

＼

＼
＼
　
（〕
Ｗ

ヽ
　
　
　
、

／

／

／

つ

′P9

第 8号住居跡

(SI-8)

◎
P9

/        P5

B― ___◎ ~イ

G`

③
Ｐ８

Hく

D

⑤
Ｐ８

第10号住居跡

(SI-10)

③
〉④PT

D ｀
＼

Ｐｓ熊＜癖′― AB一
~~ツ ~~~~オ ~~―

― 一 ― 一 一 一 刊 一

C
D―

P6
｀

＼ 、

♀

ォ

B

H一
_ッ _一 ―

十 ~~~― _―
¬

υ

「

iil焼  土

7・ 8。 18号 住 居 跡 (SI-6・ 7・ 8・ 19)実 測 因

(S=1:100 と=31,00■ |

第 7因 第 6・



◎
附

．Ｉ　　　　Ｂ
、

′
　

　

　

Ｐ◎
―

Ｃ
／

⑥

Ｐ７０
　
ヽ

動　〓３４，
号
１

１ヤ
ー
ー
ｒ
ｉ
，　
　
郷
蜘

K後 乱

跡

〓３

１
１
く
、

―
ノ
ー
ー
　
　
　
炉

Ｌ

号

５０

一　
　
　
　
　
　
３

Ｖ

第

Ｓ〓

Ｚ

Ｉ

Ｉ

１
１
１

の

〔
い
単

一
」
¨

）
‐
∽

Ｅ
．

W                    E

ZI

∽|

Ｅ
・

ｚ

‐

建

イ

∽

―

・Ｗ

跡

４
，

炉
　
〓３

口，

Ｌ

と
．
５０

‐
―
＼
―
！
ノ
ｒ
ｉ
ｔ
‐
　

第
　

≡１／

③
― E

土
　

跡

焼
　

居

―……………
一　
住号

⑥P10

/◎
P9

｀

◎ 一

P4

第 2号炉跡

(S=1/50 L・ 34,OH)

◎ 、A
PB

P2③

Ps③   ´
/

~     Fヤ

A

土 層 凡 例

1)、 明茶褐色土

,(焼土粒子を含む)
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(SK-16)

暗茶褐色土

(少量のローム粒子を含む)

暗茶褐色土 (ロ ーム粒子を含む)

暗茶褐色土
(ロ ーム粒子・ ロームプロックを含む)

暗茶褐色土 (焼土粒子を含む)

黒褐色土
(ロ ーム粒子 。ローム小プロックを含む)
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土 層 凡 例

1) 明茶褐色土

(2) 明茶褐色土 (ロ ーム粒子を含む)

3) 明茶褐色土 (焼土粒子を含む)

4) 明茶褐色土

(ロ ーム粒子 。ロームプロック含む)

5) 暗茶褐色土

(ロ ーム粒子・ ローム小プロックを含む)
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3) 明茶福色上 (ロ ーム粒子 。ローム小プロックを含む)

4)責 福色土  (ロ ィム粒子・ ロームプロックを含む)
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1) 明茶褐色土 そローム粒子・ ロームブ Eッ クを含む )

2) 暗茶福色土 (ロ ーム粒子・ ロームブ gッ ク・ 炭化物を含むう

3) 暗茶福色土 (ロ ームプロック・ 炭化物を含む,

4) 明茶揺色土 (ロ ームプロック合む )

5) 暗茶揺色土 (ロ ーム小プロックを含む)

6) 賞褐色土  (ロ ーム粒子・ ロームプロック・ 炭化物を含む)

7) 黄福色土  (コ ーム粒子・ ロームプロックを含む)

8) 晴茶褐色土 (ロ ームプロックを含む)
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(S=11101、
第 14区  第 1号 潜・ 不 明遺構

第12・ 13号土坑

(SK-12・ 13)

‖IIIHIII

L=31.00m)
(SD-1、 SX-1・ 2)
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守

土 層 凡 例

1) 黒褐色土 (明、ローム粒子を含む)

2) 黒色土  (ロ ーム粒子・ ロームプロックを含む)
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図版 1 遺跡現況 。遺構全景

遺 跡 現 況

1(中 央部)

遺 構 全 景

5(南 側 )

遺 跡 現 況
2(南

西部)

遺 補 全 景
6(中

央部 )

3遺
跡 現 況

(北西部 )

遺 構 全 景
7(北

 側 )

4遺
跡 現 況

(北東部 )



図版 2 遺構、住居跡 1

(sl-2)遺 構・遺物出土状況全景

第 1号 住居跡 (SI-1)遺 物出土状況

第 2号住居跡 (SI-2)カ マ ド全景

1 第 1号住居跡 (SI-1)遺 構 。遺物出土状況全景 第 2号住居跡

第 2号住居跡 (SI

第 1号住居跡 (SI-1)カ マ ド全景

第 1号住居跡 (SI-1)カ マ ド内遺物出上状況 8 第 2号住居跡 (SI-2)カ マ ド内遺物出土状況



図版 3 遺構、住居跡 2・ 炉跡

第 6号住居跡 (SI-6)全 景

第 9号住居跡 (SI-9)全 景

ュ第 3～ 5・ H号住居跡 (SI-3～ 5・ ■)

第 10号住居跡 (SI一 側)全景



1憔

図版 4 遺構、土坑

第 1号上坑 (SK-1)全 景

第 4号土坑 (SK-4)全 景

第 6号土坑 (SK-6)全 景

第 11号土坑 (SK― H)全景

第 12・ 13号土坑 (SK-12・ 13)全 景

第 2号土坑 (SK-2)全 景

第 14・ 15号土坑第 5号土坑 (SK-5)全 景 (SK-14・ 15)全景



不 明 遺 構

(SX-1・ 2)

図版 5 不明遺構・ 出土遺物

出土遺物 1、 土師器・須恵器



図版 6 出土遺物 2、 縄文式土器・石鏃

‰
‰
以

縄 文 式 上 器

(1～ 22)

縄 文 式 土 器

(23～ 47)

縄 文 式 土 器

石 鏃

(48 - 58)

∞
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